
様
式
第
九
及
び
第
十
一
特
定
e

第
12
表
６
の
３
の
次
に
次
の
表
を
加
え
る
。

６
の
４
海
外
認
証
排
出
削
減
量
に
係
る
情
報

削
減
量
の
種
別

識
別
番
号

対
象
企
業
名

（
特
定
排
出
者
コ
ー
ド
）

無
効
化
日

無
効
化
量t-
C
O
２

t-
C
O
２

t-
C
O
２

t-
C
O
２

合
計

量
t-
C
O
２

平成™�年š月š˜日 月曜日 (号外第�—号)官 報

備
考
１
本
表
は
、
海
外
認
証
排
出
削
減
量
の
種
別
ご
と
に
記
載
す
る
こ
と
。

２
算
定
に
用
い
た
海
外
認
証
排
出
削
減
量
の
種
別
が
二
以
上
に
な
る
場
合
に
は
、表
の
追
加
を
行
う
こ
と
。

３
無
効
化
日
の
欄
に
は
、
排
出
量
調
整
無
効
化
を
行
っ
た
日
付
を
記
載
す
る
こ
と
。

４
本
表
に
記
載
し
た
全
て
の
海
外
認
証
排
出
削
減
量
に
つ
い
て
、
特
定
排
出
者
が
無
効
化
を
行
っ
た
こ
と

を
確
認
で
き
る
資
料
を
添
付
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
九
及
び
第
十
一
特
定
e

第
12
表
６
の

３
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
三
条
中
「
当
該
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
が
既
に
他
の
電
気
事
業
者
に
供
給
さ
れ
て
い
た
」
を
「
当
該
認
定
発

電
設
備
を
用
い
て
最
初
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
を
開
始
し
た
日
か
ら
新
た
に
特
定
契
約
に
よ
り
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
を
開
始
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
四
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

当
該
特
定
供
給
者
に
係
る
認
定
（
第
七
条
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
同
条
第
二
項
、
第

十
一
条
及
び
第
十
一
条
の
二
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。）が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
場
合
に
、
接
続
請
求

電
気
事
業
者
が
、
当
該
接
続
に
係
る
契
約
を
解
除
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

第
七
条
第
一
項
中
「
法
第
六
条
第
一
項
の
」
及
び「（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、

同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
九
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

当
該
認
定
の
申
請
に
係
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
が
洋
上
風
力
発
電
設
備
で
あ
る
と
き
は
、
船
舶
に

よ
り
当
該
洋
上
風
力
発
電
設
備
に
係
る
風
車
等
を
設
置
し
、
か
つ
、
船
舶
に
よ
り
当
該
風
車
等
の
保
守
に
従
事
す

る
者
及
び
そ
の
保
守
を
行
う
た
め
に
必
要
な
器
材
そ
の
他
の
物
資
を
輸
送
す
る
体
制
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
。

第
八
条
第
一
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
二

当
該
認
定
発
電
設
備
に
お
い
て
使
用
す
る
電
気
に
つ
い
て
は
、
当
該
認
定
発
電
設
備
を
用
い
て
得
ら
れ
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
を
も
っ
て
充
て
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

十
三

特
段
の
理
由
が
な
い
の
に
一
の
場
所
に
お
い
て
複
数
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

第
十
一
条
中
「
法
第
六
条
第
一
項
の
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
速
や
か
に
電
気
事
業
者
に
通
知
す

る
も
の
と
す
る
。

第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
一
条
の
二

経
済
産
業
大
臣
は
、
認
定
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
速
や
か
に
電
気
事
業
者
に
通

知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
三
項
中
「
及
び
前
項
の
書
類
」
を
削
り
、「
、
各
二
通
」
を
「
正
本
二
部
」
に
、「
写
し
二
通
」
を
「
写

し
一
部
と
し
、
前
項
の
書
類
の
提
出
部
数
は
正
本
一
部
及
び
そ
の
写
し
一
部
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「
開
始
の
日
」

を
「
十
一
月
一
日
」
に
改
め
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
十
八
号

高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
容
器
保
安
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

容
器
保
安
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

容
器
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
二
号
中
「
充
て
ん
」
を
「
充

」
に
改
め
、
同
号
中
「
有
す
る
も
の
」
を「
有
し
、

か
つ
、
使
用
さ
れ
る
環
境
に
応
じ
た
適
切
な
材
料
を
使
用
し
て
製
造
し
た
も
の
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
七
十
一
条
第
二
項
第
五
号
中
「
二
年
一
月
」
を
「
二
年
二
月
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
十
九
号

電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す

る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
経
済

産
業
省
令
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
五
号
中
「
も
の
」
の
下
に「（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
十
五
号
中
「
第
十
一
号

か
ら
第
十
四
号
ま
で
」
を
「
第
十
五
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
九
号
と
し
、
同
条
第
十
四

号
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
八
号
と
し
、
同
条
第
十
三
号
中
「
第
十
一
号
、
第

十
二
号
及
び
第
十
四
号
」
を
「
第
十
五
号
、
第
十
六
号
及
び
第
十
八
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
七
号
と
し
、
同

条
第
十
二
号
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
五
号
」
に
改
め
、
同
条
中
同
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十
五
号

と
し
、
第
十
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
三
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
も
の
」
の
下
に「（
次
号
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二

特
定
水
力
発
電
設
備
で
あ
っ
て
、
そ
の
出
力
が
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
三
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の

第
二
条
第
七
号
中
「
も
の
」
の
下
に「（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

特
定
水
力
発
電
設
備
で
あ
っ
て
、
そ
の
出
力
が
二
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の

第
二
条
第
六
号
中
「
も
の
」
の
下
に「（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

水
力
発
電
設
備
（
水
車
及
び
発
電
機
、
変
圧
器
、
遮
断
器
そ
の
他
の
電
気
設
備
の
全
部
並
び
に
水
圧
管
路
の
全

部
若
し
く
は
一
部
の
み
を
新
設
し
、
又
は
更
新
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
特
定
水
力
発
電
設
備
」
と
い
う
。）で

あ
っ
て
、
そ
の
出
力
が
二
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の

第
二
条
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

海
に
設
置
さ
れ
る
風
力
発
電
設
備
で
あ
っ
て
、
船
舶
に
よ
り
当
該
風
力
発
電
設
備
に
係
る
風
車
及
び
風
車
を
支

持
す
る
工
作
物
（
以
下
「
風
車
等
」
と
い
う
。）を
設
置
し
、
か
つ
、
船
舶
に
よ
り
当
該
風
車
等
の
保
守
に
従
事
す

る
者
及
び
そ
の
保
守
を
行
う
た
め
に
必
要
な
器
材
そ
の
他
の
物
資
を
輸
送
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
（
以
下
「
洋

上
風
力
発
電
設
備
」
と
い
う
。）で
、
そ
の
出
力
が
二
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
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